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2）伸育型が異なるダイズ 2 品種における摘葉後の補償作用の差異とその機構 



























肥区）および 3 段階の摘葉処理（LAI2.5，LAI 1.5 または無摘葉）を施し，影響を調査検討した． ‘エンレ
イ’では補償作用に対する施肥の影響が明確でないのに対し，‘東山 69 号’では正の影響が明らかなこ
とを認めた． 
 
以上，ダイズの無限伸育型品種は，有限伸育型品種に比べて摘葉，食葉害の補償作用に優れること
が示された．これは，摘葉，食葉害後の葉面積の回復程度および光合成速度の増加程度が大きいこと
に起因することが明らかとなった．また，補償作用は乾燥および塩ストレス下では負の影響を，肥料投入
下では正の影響を受けることも明らかにした．これらの成果は，ダイズ栽培における総合的害虫管理や経
済的被害許容水準の確立に対し，重要な基礎資料を提供しており学位に値する研究成果と判定した． 
 
 
